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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
遊
戯
王
Ｇ
Ｘ
　
闇
の
侵
略
者

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
３
１
４
Ｚ

【
作
者
名
】

　
凪

【
あ
ら
す
じ
】

　
三
幻
魔
を
巡
る
セ
ブ
ン
ス
タ
ー
ズ
と
影
丸
理
事
長
と
の
戦
い
が
終
わ
り
、
二

年
生
に
な
っ
た
十
代
達
は
エ
ド
・
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
と
の
デ
ュ
エ
ル
に
勝
利
。

翌
日
、
ク
ロ
ノ
ス
先
生
が
デ
ュ
エ
ル
す
る
と
聞
き
デ
ュ
エ
ル
場
に
向
か
う
と
・
・

・
。
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（
前
書
き
）

初
の
短
編
！
Ｐ
Ｖ
や
ユ
ニ
ー
ク
数
、
連
載
化
希
望
が
多
け
れ
ば
連
載
す
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
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セ
ブ
ン
ス
タ
ー
ズ
と
の
戦
い
が
終
わ
り
、
新
た
な
新
入
生
た
ち
が
デ
ュ
エ
ル

ア
カ
デ
ミ
ア
本
校
に
入
学
た
そ
の
日
、
レ
ッ
ド
寮
の
部
屋
で
寝
て
い
る
生
徒
が

い
た
。

　
？
？
？
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

　
ド
ン
ド
ン
ド
ン
！
！

　
「
ん
・
・
・
」

　
誰
か
が
部
屋
の
ド
ア
を
叩
い
て
い
る
音
が
聞
こ
え
る
。
俺
は
頭
の
上
の
時
計

を
手
に
取
り
時
間
を
見
て
み
る
。

　
「
・
・
・
１
２
時
か
。
も
う
昼
な
の
に
、
誰
だ
？
」

　
の
ん
び
り
と
ベ
ッ
ト
か
ら
降
り
、
い
ま
だ
叩
か
れ
て
い
る
ド
ア
に
向
か
う
。

　
「
は
い
よ
～
ど
な
・
・
・
た
？
」

　
そ
こ
に
立
っ
て
い
た
の
は
蒼
色
の
長
い
髪
を
靡
か
せ
る
｜
こ
こ
に
い
る
と
は

思
え
な
い
見
知
っ
た
顔
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
「
久
し
ぶ
り
に
い
」

　
バ
タ
ン
　
ガ
チ
ャ

　
俺
は
無
言
で
ド
ア
を
閉
め
、
鍵
を
か
け
る
と
再
び
ベ
ッ
ト
に
潜
り
込
む
。

　
「
さ
て
、
も
う
ひ
と
寝
入
り
」

　
ガ
チ
ャ
　

　
「
い
き
な
り
閉
め
だ
す
な
ん
て
酷
い
じ
ゃ
な
い
。
義
兄
さ
ん
」

　
そ
う
や
っ
て
声
を
か
け
る
義
妹
の
坂
口
 

海
歌
。
あ
い
つ
が
指
に
引
っ
掛
け

さ
か
ぐ
ち

て
る
の
は
こ
の
部
屋
の
複
製
キ
ー
。
・
・
・
こ
ん
な
と
き
レ
ッ
ド
量
の
設
備
を
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恨
む
。

　
あ
き
ら
め
て
ベ
ッ
ド
か
ら
出
て
海
歌
を
見
る
。

　
「
で
？
な
ん
で
お
前
が
こ
こ
に
い
る
？
」

　
「
入
学
し
た
か
ら
よ
。
そ
れ
と
、
早
速
だ
け
ど
デ
ュ
エ
ル
し
て
も
ら
う
わ
」

　
「
は
？
」

　
海
歌
の
右
手
が
動
き
、
何
か
を
当
て
た
と
思
っ
た
ら
、
俺
は
意
識
を
失
っ
た
。

　
十
代
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

　
エ
ド
と
の
デ
ュ
エ
ル
が
終
わ
っ
た
次
の
日
、
校
内
を
歩
い
て
い
た
俺
と
翔
の

前
か
ら
二
人
の
オ
ベ
リ
ス
ク
ブ
ル
ー
の
生
徒
が
走
っ
て
来
た
。

　
「
お
い
！
デ
ュ
エ
ル
場
で
ク
ロ
ノ
ス
先
生
が
デ
ュ
エ
ル
す
る
ら
し
い
ぞ
！
」

　
「
ほ
ん
と
か
！
？
相
手
は
？
」

　
そ
ん
な
話
を
し
な
が
ら
俺
と
翔
の
横
を
二
人
の
オ
ベ
リ
ス
ク
ブ
ル
ー
の
生
徒

が
駆
け
抜
け
て
い
く
。

　
「
ク
ロ
ノ
ス
先
生
が
デ
ュ
エ
ル
だ
っ
て
！
？
お
も
し
ろ
そ
う
だ
！
行
こ
う
ぜ

翔
！
」

　
「
あ
！
待
っ
て
よ
ア
ニ
キ
～
！
」

　
デ
ュ
エ
ル
場
に
着
く
と
大
勢
の
生
徒
が
い
た
け
ど
、
見
知
っ
た
顔
の
隣
が
空

い
て
い
た
。

　
「
三
沢
ー
！
」

　
「
十
代
！
お
前
も
ク
ロ
ノ
ス
先
生
の
デ
ュ
エ
ル
を
見
に
来
た
の
か
？
」

　
「
あ
あ
！
」

　
フ
ィ
ー
ル
ド
に
は
ク
ロ
ノ
ス
先
生
が
立
っ
て
い
る
け
ど
相
手
が
見
当
た
ら
な

い
。

　
「
相
手
は
誰
な
ん
す
か
？
」

　
「
い
や
、
残
念
な
が
ら
俺
は
知
ら
な
い
。
だ
が
、
聞
い
た
話
に
よ
る
と
新
入

生
が
関
係
あ
る
ら
し
い
」

　
「
お
？
誰
か
来
た
ぜ
？
」

　
フ
ィ
ー
ル
ド
に
来
た
の
は
ブ
ル
ー
の
制
服
を
着
た
女
子
。
け
ど
、
誰
だ
あ
れ
？
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「
あ
の
子
は
坂
口
 

海
歌
！
？
」

　
「
三
沢
、
知
っ
て
る
の
か
？
」

　
「
あ
あ
。
。
坂
口
 

海
歌
、
数
多
く
の
大
会
に
優
勝
し
て
い
る
デ
ュ
エ
リ
ス

ト
で
、
す
で
に
プ
ロ
か
ら
も
誘
い
が
あ
る
子
だ
」

　
「
へ
ぇ
～
」

　
そ
ん
な
す
げ
え
奴
な
の
か
！
ど
ん
な
デ
ュ
エ
ル
を
す
る
の
か
楽
し
み
だ
ぜ
！

　
『
え
～
み
な
さ
～
ん
。
こ
の
た
び
、
エ
ド
・
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
と
同
時
に
、
シ

ニ
ョ
～
ル
海
歌
が
我
が
デ
ュ
エ
ル
ア
カ
デ
ミ
ア
～
に
入
学
し
た
ノ
～
ネ
。
し
か

～
し
プ
ロ
か
ら
の
誘
い
も
あ
る
彼
女
は
、
こ
の
ア
カ
デ
ミ
ア
の
実
力
が
ど
れ
ほ

ど
の
も
の
か
知
り
た
い
そ
う
な
ノ
～
ネ
。
あ
ま
り
に
も
酷
い
～
と
、
彼
女
は
す

ぐ
に
辞
め
て
し
ま
う
ノ
～
ネ
！
よ
っ
て
、
実
技
最
高
責
任
者
で
あ
る
私
が
彼
女

と
「
待
っ
て
く
だ
さ
い
」
い
、
一
体
な
ん
な
ノ
～
ネ
？
」

　
「
教
師
で
あ
る
あ
な
た
の
実
力
も
で
す
が
、
生
徒
の
実
力
も
知
り
た
い
ん
で

す
。
で
す
か
ら
私
が
連
れ
て
き
た
生
徒
と
デ
ュ
エ
ル
し
て
実
力
を
見
せ
て
く
だ

さ
い
」

　
『
な
、
何
で
す
～
と
！
？
（
マ
ズ
イ
ノ
～
ネ
！
も
し
シ
ニ
ョ
ー
ル
海
歌
が
連

れ
て
き
た
生
徒
～
が
、
オ
シ
リ
ス
レ
ッ
ド
だ
っ
た
ら
、
彼
女
が
辞
め
て
し
ま
う

ノ
～
ネ
！
！
』

　　
言
い
終
わ
る
と
あ
い
つ
は
一
旦
こ
こ
か
ら
姿
を
消
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
ク

ロ
ノ
ス
先
生
が
オ
ロ
オ
ロ
し
だ
し
た
。

　
「
ク
ロ
ノ
ス
先
生
、
焦
っ
て
る
な
」

　
「
『
も
し
彼
女
が
連
れ
て
き
た
の
が
オ
シ
リ
ス
レ
ッ
ド
だ
っ
た
ら
ど
う
し
よ

う
』
と
で
も
思
っ
て
る
ん
だ
ろ
う
」

　
「
あ
！
戻
っ
て
き
た
・
・
・
す
？
」

　
戻
っ
て
き
た
あ
い
つ
は
オ
シ
リ
ス
レ
ッ
ド
ら
し
い
き
生
徒
を
連
れ
て
き
た
。

そ
い
つ
は
気
絶
し
て
い
る
み
た
い
で
、
引
き
ず
っ
て
連
れ
て
こ
ら
れ
て
い
た
。
　

　
「
な
ん
だ
。
オ
シ
リ
ス
レ
ッ
ド
か
」

　
「
終
わ
り
だ
な
」
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周
り
の
生
徒
が
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
な
か
、
翔
は
あ
い
つ
が
誰
か
知

っ
て
る
ら
し
い
。

　
「
あ
！
あ
の
子
坂
口
 

泉
君
っ
す
！
」

さ
か
ぐ
ち

　
「
翔
、
知
り
合
い
か
？
」

　
「
知
り
合
い
か
？
っ
て
ア
ニ
キ
、
僕
た
ち
と
同
学
年
で
隣
の
一
人
部
屋
に
住

ん
で
る
子
っ
す
よ
」

　
「
へ
？
そ
う
な
の
？
」

　
「
最
低
限
の
授
業
に
し
か
出
な
い
生
徒
っ
て
こ
と
で
レ
ッ
ド
寮
じ
ゃ
有
名
っ

す
よ
？
」

　　
泉
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

　
「
ほ
ら
義
兄
さ
ん
、
起
き
て
く
だ
さ
い
」

　
「
う
ぐ
！
？
」

　
突
如
衝
撃
が
走
り
、
意
識
が
浮
上
し
た
。
目
の
前
に
は
海
歌
。
デ
ュ
エ
ル
場

な
の
は
分
か
る
が
一
体
何
が
？

　
「
ほ
ら
、
デ
ュ
エ
ル
デ
ィ
ス
ク
を
起
動
さ
せ
て
」

　
「
は
？
」

　
「
早
く
」

　
「
お
、
お
う
」

　
「
そ
れ
じ
ゃ
あ
お
願
い
し
ま
す
」

　
訳
の
分
か
ら
な
い
ま
ま
何
時
の
間
に
か
腕
に
つ
い
て
い
た
デ
ュ
エ
ル
デ
ィ
ス

ク
を
起
動
さ
せ
る
と
、
海
歌
が
退
き
、
目
の
前
に
は
デ
ュ
エ
ル
デ
ィ
ス
ク
を
起

動
さ
せ
た
ク
ロ
ノ
ス
先
生
。

　
「
そ
れ
で
は
デ
ュ
エ
ル
な
ノ
～
ネ
！
」

　
「
は
？
」

　　
泉
　
Ｌ
Ｐ
４
０
０
０

　
ク
ロ
ノ
ス
　
Ｌ
Ｐ
４
０
０
０

　
「
私
の
タ
ー
ン
！
ド
ロ
ー
！
」
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ク
ロ
ノ
ス
　
手
札
：
６

　
「
（
ま
さ
～
か
オ
シ
リ
ス
レ
ッ
ド
の
生
徒
が
相
手
な
ん
～
て
・
・
・
。
こ
う

な
っ
た
ら
私
の
実
力
を
見
せ
て
我
が
校
に
留
ま
っ
て
も
ら
う
ノ
～
ネ
！
）
私
は
、

フ
ィ
ー
ル
ド
魔
法
『
歯
車
町
』
を
発
動
！
そ
し
て
、
『
古
代
の
機
械
獣
』
を
攻

ギ
ア
・
タ
ウ
ン

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
・
ギ
ア
ビ
ー
ス
ト

撃
表
示
で
召
喚
！
」

歯
車
町
　
フ
ィ
ー
ル
ド
魔
法

ギ
ア
・
タ
ウ
ン

「
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
・
ギ
ア
」
と
名
の
つ
い
た
モ
ン
ス
タ
ー
を
召
喚
す
る
場
合
に

必
要
な
リ
リ
ー
ス
を
１
体
少
な
く
す
る
事
が
で
き
る
。

こ
の
カ
ー
ド
が
破
壊
さ
れ
墓
地
に
送
ら
れ
た
時
、
自
分
の
手
札
・
デ
ッ
キ
・
墓

地
か
ら

「
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
・
ギ
ア
」
と
名
の
つ
い
た
モ
ン
ス
タ
ー
１
体
を
特
殊
召
喚
す

る
事
が
で
き
る
。

　古
代
の
機
械
獣

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
・
ギ
ア
ビ
ー
ス
ト

星
６
／
地
属
性
／
機
械
族
／
Ａ
Ｔ
Ｋ
２
０
０
０
／
Ｄ
Ｅ
Ｆ
２
０
０
０

こ
の
カ
ー
ド
は
特
殊
召
喚
で
き
な
い
。

こ
の
カ
ー
ド
が
戦
闘
に
よ
っ
て
破
壊
し
た
相
手
効
果
モ
ン
ス
タ
ー
の
効
果
は
無

効
化
さ
れ
る
。

こ
の
カ
ー
ド
が
攻
撃
す
る
場
合
、
相
手
は
ダ
メ
ー
ジ
ス
テ
ッ
プ
終
了
時
ま
で
魔

法
・
罠
カ
ー
ド
を
発
動
で
き
な
い
。

　
「
カ
ー
ド
を
一
枚
伏
せ
、
タ
ー
ン
エ
ン
ド
な
ノ
～
ネ
」

ク
ロ
ノ
ス

場
：
古
代
の
機
械
獣
／
Ａ
Ｔ
Ｋ
２
０
０
０

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
・
ギ
ア
ビ
ー
ス
ト

魔
・
罠
：
伏
せ
１
　
　
フ
ィ
ー
ル
ド
：
歯
車
町

ギ
ア
・
タ
ウ
ン

手
札
：
３

　
え
～
・
・
・
。
な
ん
か
初
っ
端
か
ら
酷
い
状
況
な
ん
だ
け
ど
・
・
・
。
適
当
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に
や
っ
て
さ
っ
さ
と
終
わ
ら
せ
て
も
ら
お
。

　
「
俺
の
タ
ー
ン
、
ド
ロ
ー
」

手
札
：
６

　
「
モ
ン
ス
タ
ー
を
セ
ッ
ト
し
て
エ
ン
ド
」

泉
　

場
：
伏
せ
１

手
札
：
５

　
「
お
い
！
そ
こ
の
オ
シ
リ
ス
レ
ッ
ド
！
や
る
気
あ
る
の
か
！
」

　
「
つ
ま
ん
ね
ぇ
デ
ュ
エ
ル
す
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
！
」

　
外
野
が
何
か
言
っ
て
る
が
気
に
し
な
い
。

　
「
私
の
タ
ー
ン
！
ド
ロ
ー
！
」

　
手
札
：
４

　
「
私
は
、
『
古
代
の
機
械
獣
』
を
リ
リ
ー
ス
し
、
『
古
代
の
機
械
巨
人
』
を

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
・
ギ
ア
ビ
ー
ス
ト

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
・
ギ
ア
ゴ
ー
レ
ム

召
喚
！
」

古
代
の
機
械
巨
人

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
・
ギ
ア
ゴ
ー
レ
ム

星
８
／
地
属
性
／
機
械
族
／
Ａ
Ｔ
Ｋ
３
０
０
０
／
Ｄ
Ｅ
Ｆ
３
０
０
０

こ
の
カ
ー
ド
は
特
殊
召
喚
で
き
な
い
。

こ
の
カ
ー
ド
が
守
備
表
示
モ
ン
ス
タ
ー
を
攻
撃
し
た
時
、

こ
の
カ
ー
ド
の
攻
撃
力
が
守
備
表
示
モ
ン
ス
タ
ー
の
守
備
力
を
超
え
て
い
れ
ば
、

そ
の
数
値
だ
け
相
手
ラ
イ
フ
に
戦
闘
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
。

こ
の
カ
ー
ド
が
攻
撃
す
る
場
合
、

相
手
は
ダ
メ
ー
ジ
ス
テ
ッ
プ
終
了
時
ま
で
魔
法
・
罠
カ
ー
ド
を
発
動
で
き
な
い
。

　　
「
さ
ら
に
！
手
札
か
ら
速
攻
魔
法
『
サ
イ
ク
ロ
ン
』
を
発
動
！
『
歯
車
町
』

ギ
ア
・
タ
ウ
ン

を
破
壊
し
、
墓
地
か
ら
『
古
代
の
機
械
獣
』
を
特
殊
召
喚
す
る
ノ
～
ネ
！
」

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
・
ギ
ア
ビ
ー
ス
ト

　　
「
出
た
ー
！
ク
ロ
ノ
ス
先
生
の
エ
ー
ス
モ
ン
ス
タ
ー
！
」



9

　
「
オ
シ
リ
ス
レ
ッ
ド
を
ぶ
っ
潰
せ
ー
！
」

　
あ
ー
、
う
る
さ
、

　
「
バ
ト
ル
！
『
古
代
の
機
械
巨
人
』
で
、
守
備
モ
ン
ス
タ
ー
を
攻
撃
！
『
ア

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
・
ギ
ア
ゴ
ー
レ
ム

ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
・
パ
ウ
ン
ド
』
！
！
」

　
俺
の
伏
せ
モ
ン
ス
タ
ー
『
ヘ
ル
ウ
ェ
イ
・
パ
ト
ロ
ー
ル
』
は
『
古
代
の
機
械

・
ギ
ア
ゴ
ー
レ
ム

ア
ン
テ
ィ
ー
ク

巨
人
』
の
攻
撃
で
砕
け
散
っ
た
。

ヘ
ル
ウ
ェ
イ
・
パ
ト
ロ
ー
ル

星
４
／
闇
属
性
／
悪
魔
族
／
Ａ
Ｔ
Ｋ
１
６
０
０
／
Ｄ
Ｅ
Ｆ
１
２
０
０

こ
の
カ
ー
ド
が
戦
闘
に
よ
っ
て
モ
ン
ス
タ
ー
を
破
壊
し
墓
地
へ
送
っ
た
時
、
破

壊
し
た
モ
ン
ス
タ
ー
の
レ
ベ
ル
×
１
０
０
ポ
イ
ン
ト
ダ
メ
ー
ジ
を
相
手
ラ
イ
フ

に
与
え
る
。

自
分
の
墓
地
に
存
在
す
る
こ
の
カ
ー
ド
を
ゲ
ー
ム
か
ら
除
外
す
る
事
で
、
手
札

か
ら
攻
撃
力
２
０
０
０
以
下
の
悪
魔
族
モ
ン
ス
タ
ー
１
体
を
特
殊
召
喚
す
る
。

　
「
『
古
代
の
機
械
巨
人
』
が
守
備
モ
ン
ス
タ
ー
を
攻
撃
し
た
時
、
貫
通
ダ
メ

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
・
ギ
ア
ゴ
ー
レ
ム

ー
ジ
を
与
え
る
ノ
～
ネ
！
さ
ら
に
、
古
代
の
機
械
獣
で
、
ダ
イ
レ
ク
ト
ア
タ
ッ

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
・
ギ
ア
ビ
ー
ス
ト

ク
！
『
プ
レ
シ
ャ
ス
・
フ
ァ
ン
グ
』
！
」

　
「
ぐ
ぅ
・
・
・
！
」

　
泉
　
Ｌ
Ｐ
４
０
０
０
－
（
３
０
０
０
－
１
２
０
０
）
－
２
０
０
０
＝
２
０
０

　
「
私
は
こ
れ
で
、
タ
ー
ン
エ
ン
ド
ナ
ノ
～
ネ
」

ク
ロ
ノ
ス

場
：
古
代
の
機
械
獣
／
Ａ
Ｔ
Ｋ
２
０
０
０
　
古
代
の
機
械
巨
人
／
Ａ
Ｔ
Ｋ
３
０

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
・
ギ
ア
ビ
ー
ス
ト

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
・
ギ
ア
ゴ
ー
レ
ム

０
０

魔
・
罠
：
伏
せ
１

手
札
：
２



10

　
「
ん
じ
ゃ
俺
の
タ
ー
ン
、
ド
ロ
ー
」

手
札
：
６

　
「
俺
は
こ
の
ま
「
あ
っ
！
義
兄
さ
ん
言
い
忘
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
」
・
・

・
何
？
」

　
「
も
し
負
け
た
ら
こ
れ
を
役
所
に
提
出
し
ま
す
」

　
デ
ュ
エ
ル
場
に
上
が
っ
て
き
た
海
歌
が
一
枚
の
紙
を
渡
し
、
再
び
降
り
る
。

　
え
～
っ
と
何
々
？
『
私
、
坂
口
 

泉
は
健
や
か
な
時
も
病
め
る
時
も
坂
口
 

海
歌
を
愛
し
、
妻
と
す
る
こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
ま
す
。
　
　
坂
口
 

泉
』
・
・
・

。　
「
何
コ
レ
？
」

　
「
見
て
の
通
り
た
だ
の
婚
姻
届
で
す
」

　
「
待
て
、
色
々
待
て
。
名
前
の
と
こ
ろ
は
パ
ソ
コ
ン
で
打
ち
込
ん
だ
ん
だ
ろ

う
け
ど
さ
、
俺
の
名
前
の
と
こ
ろ
に
俺
の
指
紋
ら
し
き
も
の
が
押
さ
れ
て
る
ん

だ
が
？
」

　
「
さ
っ
き
気
絶
し
て
る
時
に
ポ
ン
ッ
と
押
し
ま
し
た
」

　
「
・
・
・
俺
ま
だ
結
婚
で
き
る
年
齢
じ
ゃ
な
い
か
ら
な
？
」

　
「
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
ま
で
ち
ゃ
ん
と
弁
護
士
の
人
に
保
管
し
て
も

ら
い
ま
す
か
ら
」

　
・
・
・
こ
い
つ
、
マ
ジ
だ
。

　
「
あ
の
・
・
・
私
は
い
つ
ま
で
待
た
さ
れ
れ
ば
い
い
ノ
～
ネ
？
」

　
「
・
・
・
す
い
ま
せ
ん
」

　
負
け
る
訳
に
は
・
・
・
い
か
ね
ぇ
！

　
「
俺
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
モ
ン
ス
タ
ー
が
い
な
い
時
、
手
札
か
ら
『
イ
ン
ヴ
ェ

ル
ズ
の
魔
細
胞
』
を
特
殊
召
喚
す
る
！
』

イ
ン
ヴ
ェ
ル
ズ
の
魔
細
胞

星
１
／
闇
属
性
／
悪
魔
族
／
Ａ
Ｔ
Ｋ
０
／
Ｄ
Ｅ
Ｆ
０

自
分
フ
ィ
ー
ル
ド
上
に
モ
ン
ス
タ
ー
が
存
在
し
な
い
場
合
、
こ
の
カ
ー
ド
は
手

札
か
ら
特
殊
召
喚
す
る
事
が
で
き
る
。

こ
の
カ
ー
ド
は
「
イ
ン
ヴ
ェ
ル
ズ
」
と
名
の
つ
い
た
モ
ン
ス
タ
ー
の
ア
ド
バ
ン
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ス
召
喚
以
外
の
た
め
に
は
リ
リ
ー
ス
で
き
ず
、
シ
ン
ク
ロ
素
材
と
す
る
事
も
で

き
な
い
。

　
「
さ
ら
に
、
墓
地
の
『
ヘ
ル
ウ
ェ
イ
・
パ
ト
ロ
ー
ル
』
の
効
果
発
動
！
こ
の

カ
ー
ド
を
除
外
す
る
こ
と
で
、
手
札
の
攻
撃
力
２
０
０
０
以
下
の
悪
魔
族
を
特

殊
召
喚
す
る
！
『
イ
ン
ヴ
ェ
ル
ズ
の
門
番
』
を
特
殊
召
喚
！
」

イ
ン
ヴ
ェ
ル
ズ
の
門
番

星
４
／
闇
属
性
／
悪
魔
族
Ａ
Ｔ
Ｋ
１
５
０
０
／
Ｄ
Ｅ
Ｆ
１
９
０
０

こ
の
カ
ー
ド
が
フ
ィ
ー
ル
ド
上
に
表
側
表
示
で
存
在
す
る
限
り
、
「
イ
ン
ヴ
ェ

ル
ズ
」
と
名
の
つ
い
た
モ
ン
ス
タ
ー
が
表
側
表
示
で
ア
ド
バ
ン
ス
召
喚
に
成
功

し
た
タ
ー
ン
、
自
分
は
通
常
召
喚
に
加
え
て
１
度
だ
け
モ
ン
ス
タ
ー
を
通
常
召

喚
す
る
事
が
で
き
る
。

　
「
俺
は
『
イ
ン
ヴ
ェ
ル
ズ
の
魔
細
胞
』
を
リ
リ
ー
ス
し
、
レ
ベ
ル
７
の
『
イ

ン
ヴ
ェ
ル
ズ
・
ギ
ラ
フ
ァ
』
を
召
喚
！
」

　
「
ナ
ン
デ
ス
ー
ト
！
レ
ベ
ル
７
を
一
体
の
リ
リ
ー
ス
で
召
喚
で
ス
～
ト
！
？
」

　イ
ン
ヴ
ェ
ル
ズ
・
ギ
ラ
フ
ァ

星
７
／
闇
属
性
／
悪
魔
族
Ａ
Ｔ
Ｋ
２
６
０
０
／
Ｄ
Ｅ
Ｆ
 
 
 

０

こ
の
カ
ー
ド
は
「
イ
ン
ヴ
ェ
ル
ズ
」
と
名
の
つ
い
た
モ
ン
ス
タ
ー
１
体
を
リ
リ

ー
ス
し
て
表
側
攻
撃
表
示
で
ア
ド
バ
ン
ス
召
喚
す
る
事
が
で
き
る
。

「
イ
ン
ヴ
ェ
ル
ズ
」
と
名
の
つ
い
た
モ
ン
ス
タ
ー
を
リ
リ
ー
ス
し
て
こ
の
カ
ー

ド
の
ア
ド
バ
ン
ス
召
喚
に
成
功
し
た
時
、
相
手
フ
ィ
ー
ル
ド
上
に
存
在
す
る
カ

ー
ド
１
枚
を
選
択
し
て
墓
地
へ
送
り
、
自
分
は
１
０
０
０
ラ
イ
フ
ポ
イ
ン
ト
回

復
す
る
事
が
で
き
る
。

　
「
こ
の
カ
ー
ド
は
「
イ
ン
ヴ
ェ
ル
ズ
」
と
名
の
つ
い
た
モ
ン
ス
タ
ー
１
体
を

リ
リ
ー
ス
し
て
表
側
攻
撃
表
示
で
ア
ド
バ
ン
ス
召
喚
す
る
事
が
で
き
る
！
さ
ら

に
、
「
イ
ン
ヴ
ェ
ル
ズ
」
と
名
の
つ
い
た
モ
ン
ス
タ
ー
を
リ
リ
ー
ス
し
て
こ
の
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カ
ー
ド
の
ア
ド
バ
ン
ス
召
喚
に
成
功
し
た
時
、
相
手
フ
ィ
ー
ル
ド
上
に
存
在
す

る
カ
ー
ド
１
枚
を
選
択
し
て
墓
地
へ
送
り
ラ
イ
フ
を
１
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
回
復

す
る
！
伏
せ
カ
ー
ド
を
墓
地
へ
！
」

　
「
ヌ
、
ヌ
ウ
」

ク
ロ
ノ
ス

伏
せ
カ
ー
ド
（
聖
な
る
バ
リ
ア
―
ミ
ラ
ー
フ
ォ
ー
ス
―
）
↓
墓
地

泉
　
Ｌ
Ｐ
２
０
０
＋
１
０
０
０
＝
１
２
０
０

　
「
し
、
シ
カ
～
シ
、
私
の
場
に
は
攻
撃
力
３
０
０
０
の
『
古
代
の
機
械
巨
人
』

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
・
ギ
ア
ゴ
ー
レ
ム

が
次
の
私
の
タ
ー
ン
で
あ
な
た
の
そ
の
モ
ン
ス
タ
ー
を
破
壊
す
る
ノ
～
ネ
！
」

　
「
次
の
タ
ー
ン
は
来
な
い
！
」

　
「
ナ
ヌ
！
？
」

　
「
『
イ
ン
ヴ
ェ
ル
ズ
の
門
番
』
の
効
果
発
動
！
こ
の
カ
ー
ド
が
フ
ィ
ー
ル
ド

上
に
表
側
表
示
で
存
在
す
る
限
り
、
「
イ
ン
ヴ
ェ
ル
ズ
」
と
名
の
つ
い
た
モ
ン

ス
タ
ー
が
表
側
表
示
で
ア
ド
バ
ン
ス
召
喚
に
成
功
し
た
タ
ー
ン
、
も
う
一
度
召

喚
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
！
」

　
「
に
、
二
度
目
の
召
喚
！
？
」

　
「
俺
は
『
イ
ン
ヴ
ェ
ル
ズ
の
門
番
』
を
リ
リ
ー
ス
し
、
『
イ
ン
ヴ
ェ
ル
ズ
・

モ
ー
ス
』
を
召
喚
！
」

イ
ン
ヴ
ェ
ル
ズ
・
モ
ー
ス

星
６
／
闇
属
性
／
悪
魔
族
／
Ａ
Ｔ
Ｋ
２
４
０
０
／
Ｄ
Ｅ
Ｆ
０

「
イ
ン
ヴ
ェ
ル
ズ
」
と
名
の
つ
い
た
モ
ン
ス
タ
ー
を
リ
リ
ー
ス
し
て
こ
の
カ
ー

ド
の
ア
ド
バ
ン
ス
召
喚
に
成
功
し
た
時
、
１
０
０
０
ラ
イ
フ
ポ
イ
ン
ト
を
払
う

事
で
、
相
手
フ
ィ
ー
ル
ド
上
に
存
在
す
る
カ
ー
ド
を
２
枚
ま
で
選
択
し
て
持
ち

主
の
手
札
に
戻
す
。

　
「
（
ホ
ッ
）
攻
撃
力
２
４
０
０
で
は
、
私
の
『
古
代
の
機
械
巨
人
』
は
倒
せ

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
・
ギ
ア
ゴ
ー
レ
ム



13

な
い
ノ
～
ネ
」

　
「
倒
す
必
要
な
ん
か
あ
り
ま
せ
ん
よ
」

　
「
ど
、
ど
う
い
う
こ
と
ナ
ノ
～
ネ
？
」

　
「
こ
う
い
う
こ
と
で
す
！
『
イ
ン
ヴ
ェ
ル
ズ
・
モ
ー
ス
』
の
効
果
発
動
！
　

「
イ
ン
ヴ
ェ
ル
ズ
」
と
名
の
つ
い
た
モ
ン
ス
タ
ー
を
リ
リ
ー
ス
し
て
こ
の
カ
ー

ド
の
ア
ド
バ
ン
ス
召
喚
に
成
功
し
た
時
、
１
０
０
０
ラ
イ
フ
ポ
イ
ン
ト
を
払
う

事
で
、
相
手
フ
ィ
ー
ル
ド
上
に
存
在
す
る
カ
ー
ド
を
２
枚
ま
で
持
ち
主
の
手
札

に
戻
す
！
二
体
の
『
古
代
の
機
械
』
を
手
札
に
戻
す
！
」

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
・
ギ
ア

　
「
マ
、
マ
ン
マ
ミ
ー
ヤ
！
私
の
『
古
代
の
機
械
巨
人
』
・
・
・
！
」

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
・
ギ
ア
ゴ
ー
レ
ム

　
「
こ
れ
で
身
を
守
る
モ
ン
ス
タ
ー
は
す
べ
て
い
な
く
な
っ
た
！
『
イ
ン
ヴ
ェ

ル
ズ
・
モ
ー
ス
』
と
『
イ
ン
ヴ
ェ
ル
ズ
・
ギ
ラ
フ
ァ
』
で
ダ
イ
レ
ク
ト
ア
タ
ッ

ク
！
」

　
「
マ
ン
マ
ミ
ー
ヤ
～
～
～
～
～
！
！
！
！
」

ク
ロ
ノ
ス
　
Ｌ
Ｐ
４
０
０
０
－
２
４
０
０
－
２
６
０
０
＝
－
１
０
０
０

　
「
う
し
！
勝
っ
た
！
海
歌
、
約
束
は
守
っ
て
も
ら
う
ぞ
！
」

　
「
分
か
っ
た
。
・
・
・
こ
れ
は
弁
護
士
に
預
け
て
お
く
わ
」

　
「
ち
ょ
～
っ
と
待
て
！
」

　
「
・
・
・
何
？
」

　
ク
ロ
ノ
ス
先
生
の
と
こ
ろ
に
行
こ
う
と
す
る
海
歌
の
肩
を
掴
ん
で
こ
っ
ち
を

向
か
せ
る
と
き
ょ
と
ん
と
し
て
い
た
。

　
「
そ
れ
を
渡
せ
！
」

　
「
何
言
っ
て
る
の
？
私
は
『
負
け
れ
ば
こ
れ
を
役
所
に
提
出
す
る
』
と
は
言

っ
た
け
ど
義
兄
さ
ん
に
渡
す
と
は
言
っ
て
な
い
し
弁
護
士
に
預
け
な
い
と
も
言

っ
て
な
い
わ
」

　
「
そ
、
そ
り
ゃ
そ
う
だ
が
・
・
・
」

　
「
じ
ゃ
、
こ
の
話
は
お
し
ま
い
」

　
い
、
言
い
く
る
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
・
・
・
。

　
俺
が
沈
ん
で
い
る
な
か
、
海
歌
は
ク
ロ
ノ
ス
先
生
に
近
づ
く
。
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「
ク
ロ
ノ
ス
先
生
」

　
「
ド
キ
ィ
！
な
、
何
で
ス
～
ノ
・
・
・
？
」

　
ク
ロ
ノ
ス
先
生
は
恐
る
恐
る
顔
を
向
け
海
歌
の
言
葉
を
待
っ
た
。
そ
ん
な
ク

ロ
ノ
ス
先
生
に
海
歌
は
笑
顔
で
こ
う
言
っ
た
。

　
「
素
晴
ら
し
い
で
す
！
」

　
「
・
・
・
へ
？
」

　
「
こ
の
ア
カ
デ
ミ
ア
で
最
も
成
績
の
悪
い
オ
シ
リ
ス
レ
ッ
ド
が
教
師
に
勝
て

る
ぐ
ら
い
強
い
な
ん
て
・
・
・
決
め
ま
し
た
！
私
、
こ
の
ま
ま
ア
カ
デ
ミ
ア
に

通
い
ま
す
」

　
ク
ロ
ノ
ス
先
生
が
目
を
パ
チ
ク
リ
さ
せ
て
い
る
が
、
海
歌
は
構
わ
ず
言
葉
を

続
け
る
。

　
「
ク
ロ
ノ
ス
先
生
、
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
」

　
「
も
、
勿
論
な
ノ
～
ネ
！
」

　
俺
は
知
ら
な
か
っ
た
。
海
歌
が
こ
こ
に
来
た
こ
と
が
、
こ
の
デ
ュ
エ
ル
が
、

俺
の
波
乱
の
学
園
生
活
の
序
章
だ
っ
た
こ
と
に
・
・
・
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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